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市
民
が
安
全
に
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
土
地
利
用
の
推
進

東
海
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
強

い
都
市
基
盤
を
備
え
、
市
民
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
は
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

で
あ
り
、
最
も
優
先
す
べ
き
課
題
の
一

つ
で
す
。

風
水
害
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に

強
く
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
土
地
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

市
の
国
土
利
用
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

市
で
は
、
市
内
の
土
地
が
長
期
に
わ
た
り
、
適
正
か
つ
安
定
し
て
利
用
さ

れ
る
た
め
に
「
国
土
利
用
計
画
袋
井
市
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
県
の
国
土
利
用
計
画
を
基
本
に
、
袋
井
市
総
合
計
画
基
本

構
想
に
即
し
て
策
定
し
た
も
の
で
、
袋
井
市
の
土
地
利
用
に
関
す
る
す
べ

て
の
計
画
の
基
本
と
な
り
ま
す
。
計
画
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

都
市
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課
計
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係
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２

自
然
環
境
や
歴
史
、
風
土
を
生
か

し
た
個
性
あ
る
土
地
利
用
の
推
進

広
大
な
田
園
風
景
、
小
笠
山
丘
陵
地
、

浅
羽
海
岸
な
ど
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

や
遠
州
三
山
、
旧
東
海
道
松
並
木
な
ど

の
歴
史
的
、
文
化
的
資
源
は
、
ゆ
と
り

と
や
す
ら
ぎ
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、

市
民
の
誇
り
と
郷
土
愛
を
は
ぐ
く
む
大

切
な
要
素
で
す
。

こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
市
民
の
共
有

財
産
と
し
て
後
世
に
引
き
継
ぐ
と
と
も

に
、
交
流
の
場
と
し
て
生
か
す
な
ど
、

地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
が
持
て
る
土
地

利
用
を
推
進
し
ま
す
。

土
地
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
公
共
の

福
祉
を
優
先
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自
然

環
境
、
歴
史
、
文
化
、
経
済
な
ど
の
地

域
特
性
に
配
慮
し
な
が
ら
、
安
全
で
快

適
な
生
活
環
境
の
確
保
と
市
域
全
体
の

魅
力
あ
る
環
境
づ
く
り
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
次
の
５
つ
に
重
点
を
お
い
て
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

土
地
利
用
の
５
つ
の
基
本
方
針

１

２

国
土
利
用
計
画
と
は

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
い
て
、
総

合
的
・
計
画
的
な
国
土
の
利
用
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国
・
都
道
府

県
・
市
町
村
ご
と
に
策
定
さ
れ
る
計
画

で
す
。

地
域
内
の
土
地
の
利
用
計
画
な
ど
、

土
地
の
利
用
に
関
す
る
必
要
な
事
項
に

つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

袋
井
市
の
国
土
利
用
計
画
は
、
平
成

18
年
12
月
市
議
会
に
お
い
て
議
決
さ

れ
、
12
月
27
日
に
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
基
準
年
次
は
平
成
16
年
、
目

標
年
次
は
平
成
27
年
で
、
計
画
の
前
提

と
な
る
平
成
27
年
に
お
い
て
、
人
口
８

８，
１
０
０
人
、
世
帯
数
３
０，
９
０
０

世
帯
と
想
定
し
て
い
ま
す
。



◎ 市の国土利用計画を策定しました
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市
域
の
土
地
に
お
け
る
自
然
的
、
社

会
的
、
経
済
的
、
文
化
的
諸
条
件
な
ど

を
考
慮
し
て
、
次
の
５
つ
の
地
域
区
分

に
設
定
し
ま
す
（
下
図
参
照
）。

１
北
部
地
域
（
三
川
地
区
、
今
井
地
区
、

山
名
地
区
）

◇
優
良
農
用
地
の
保
全
と
集
落
地
域
の

生
活
環
境
の
改
善
に
よ
り
、
潤
い
と

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
地
域
環
境
の
保
持

に
努
め
、
市
北
部
の
都
市
拠
点
と
な
る

市
街
地
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

◇
地
域
の
東
部
と
西
部
の
丘
陵
部
は
、

自
然
環
境
と
の
調
和
に
配
慮
し
な
が

ら
、
立
地
特
性
や
地
域
資
源
を
活
用

し
、
新
た
な
地
域
活
力
を
創
造
す
る
た

め
の
土
地
利
用
を
展
開
し
ま
す
。

２
中
央
北
地
域
（
袋
井
北
地
区
、
袋
井

東
地
区
、
袋
井
西
地
区
）

◇
既
成
市
街
地
の
住
環
境
の
向
上
と
現

在
進
め
て
い
る
住
宅
地
の
整
備
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
恵
ま
れ
た
交
通

条
件
な
ど
を
生
か
し
た
産
業
集
積
や

都
市
拠
点
と
し
て
の
公
共
、
交
流
、

商
業
機
能
の
集
積
と
充
実
を
計
画
的

に
誘
導
し
ま
す
。

◇
市
街
地
周
辺
の
一
団
の
優
良
農
用
地

を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
地
域
北
東

部
の
丘
陵
地
帯
は
、
市
民
の
健
康
づ

く
り
や
や
す
ら
ぎ
空
間
と
し
て
の
土

地
利
用
を
図
り
ま
す
。

３
中
央
地
域
（
袋
井
南
地
区
、
高
南
地
区
）

◇
市
の
玄
関
口
と
し
て
Ｊ
Ｒ
袋
井
駅
・

愛
野
駅
周
辺
の
拠
点
地
区
の
都
市
機

特集

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
多
様
な
交
流
拠

点
の
形
成
と
こ
れ
ら
が
連
携
し
た

土
地
利
用
の
推
進

各
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
多
様
な

交
流
拠
点
の
形
成
と
こ
れ
ら
の
効
果
的

な
連
携
は
、
産
業
・
情
報
・
文
化
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
な
ど
の
集
積
を
促

進
し
、
個
性
あ
る
地
域
を
創
出
し
ま
す
。

上
山
梨
地
区
、
Ｊ
Ｒ
袋
井
駅
周
辺
地

区
、
Ｊ
Ｒ
愛
野
駅
周
辺
地
区
、
浅
羽
支

所
周
辺
地
区
の
四
つ
の
都
市
拠
点
の
形

成
と
都
市
機
能
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
各
拠
点
を
結
ぶ
継
続
的
な
基
盤
整

備
を
推
進
す
る
な
ど
、
だ
れ
も
が
快
適

に
活
動
で
き
る
多
機
能
都
市
の
創
造
に

向
け
た
土
地
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

広
域
的
、
長
期
的
視
点
か
ら
の
均

衡
あ
る
土
地
利
用
の
推
進

都
市
間
の
連
携
を
強
化
す
る
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
は
じ
め
、
浅
羽

海
岸
、
小
笠
山
な
ど
の
景
観
の
保
全
と

活
用
、
治
水
・
防
災
対
策
に
お
け
る
連

携
な
ど
、
地
域
資
源
を
互
い
に
生
か
し
、

補
完
し
合
え
る
よ
う
に
広
域
的
で
長
期

的
な
視
点
か
ら
と
ら
え
た
均
衡
あ
る
土

地
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

秩
序
あ
る
土
地
利
用
の
推
進

地
域
住
民
と
の
合
意
形
成
に
基
づ
く

土
地
利
用
や
建
築
物
の
規
制
・
誘
導
を

図
る
な
ど
、
地
域
や
市
民
と
一
体
と
な

っ
て
、
秩
序
あ
る
土
地
利
用
を
推
進
し

ま
す
。

利
用
を
展
開
し
ま
す
。

◇
小
笠
山
丘
陵
は
、
水
源
か
ん
養
な
ど

の
森
林
機
能
の
保
全
や
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
、
憩
い
の
空
間
と
し
て
の
土

地
利
用
を
図
り
ま
す
。

５
南
部
地
域
（
浅
羽
東
地
区
、
浅
羽
南

地
区
）

◇
優
良
農
用
地
を
保
全
し
、
集
落
地
と

一
体
と
な
っ
た
ゆ
と
り
あ
る
田
園
地

域
を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

◇
国
道
１
５
０
号
沿
線
は
、
周
辺
都
市

と
の
連
携
の
も
と
、
立
地
特
性
を
生

か
し
た
土
地
利
用
を
展
開
し
ま
す
。

◇
浅
羽
海
岸
一
帯
は
、
自
然
海
岸
の
保

全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
低
未
利
用

地
は
、
新
た
な
地
域
活
力
を
創
造
し

て
い
く
た
め
の
土
地
利
用
を
展
開
し

ま
す
。

能
を
充
実
し
、
人
に
や
さ
し
い
都
市

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
と
と
も

に
、
市
の
南
部
地
域
へ
の
玄
関
口
と

し
て
、
袋
井
駅
南
地
区
の
市
街
地
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

◇
小
笠
山
総
合
運
動
公
園
や
そ
の
周
辺
の

自
然
環
境
と
調
和
し
た
健
康
・
交
流
拠

点
と
し
て
の
土
地
利
用
を
図
り
ま
す
。

４
中
央
南
地
域
（
笠
原
地
区
、
浅
羽
北

地
区
、
浅
羽
西
地
区
）

◇
優
良
農
用
地
の
保
全
と
集
落
地
域
の

生
活
環
境
の
改
善
に
よ
り
、
潤
い
と

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
地
域
環
境
の
保
持

に
努
め
、
市
南
部
の
都
市
拠
点
と
な
る

市
街
地
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

◇
地
域
東
部
の
丘
陵
部
は
、
自
然
環
境

と
の
調
和
に
配
慮
し
、
新
た
な
産
業

活
力
を
創
造
し
て
い
く
た
め
の
土
地

５
つ
の
地
域
区
分

５ ４ ３

【地域区分図】


